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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上のオーディオ信号を、オーディオ情報と、前記オーディオ情報に関する、ビット
ストリームをデコードするのに有用なサイド情報とからなるビットストリームにエンコー
ドし、該エンコードには、１以上のオーディオ信号の各々を時間ブロックに分割する処理
と、デコードするときにブロックレートで制限される時間エンベロープ分解能をオーディ
オ情報が持つように、該ブロックレート以下の頻度で、少なくともいくつかのサイド情報
を更新する処理とが含まれている、オーディオ信号をエンコードする方法であって、
　少なくとも１つのオーディオ信号の時間エンベロープと、この少なくとも１つのオーデ
ィオ信号のそれぞれをデコードし復元した推定される時間エンベロープとの比較を行うス
テップであって、該推定では、少なくともいくつかのオーディオ情報と、少なくともいく
つかのサイド情報を用い、比較結果の表示は、デコードするときに、少なくともいくつか
のオーディオ情報の時間エンベロープ分解能を改善するために有用であることを特徴とす
る、ステップを具備する、オーディオ信号をエンコードする方法。
【請求項２】
　前記比較を行うステップは、１以上のオーディオ信号の１以上の周波数帯域の１以上の
時間ブロックに対して行うことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記比較を行うステップは、すべての前記オーディオ信号より少ないオーディオ信号に
対して行うことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記比較を行うステップは、オーディオ信号のすべての時間ブロックより少ない時間ブ
ロックに対して行うことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記比較を行うステップは、オーディオ信号のすべての周波数帯域より少ない周波数帯
域に対して行うことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
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　デコーダー又はデコーディング処理に用いるために、少なくともいくつかの比較結果の
表示を出力するステップを具備することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項７】
　前記比較結果の表示のいくつかは出力されないことを特徴とする請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　前記比較結果の表示は、このような比較値が閾値より大きいか又は小さいときには出力
されないことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記比較結果の表示は、フィルターの係数のセットで表現され、該フィルターは、入力
信号をデコードし復元したものに適用したとき、改善された分解能を有する時間エンベロ
ープを持つ信号を生じさせることを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記フィルターは、入力信号をデコードし復元したものに適用したとき、元の信号の時
間エンベロープにより近似させて複製するように再整形することを特徴とする請求項９に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記改善された分解能は前記ブロックレートより細かい分解能であることを特徴とする
請求項９又は請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記係数はウィナーフィルターの係数であることを特徴とする請求項９乃至請求項１１
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　複数のオーディオ信号を結合して合成信号にし、前記オーディオ情報は該合成信号の知
覚エンコードされたものであり、前記サイド情報には複数のオーディオ信号の空間的特性
を示す１以上のパラメータを含むことを特徴とする請求項１乃至請求項１２のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１４】
　複数のオーディオ信号を、各々少なくとも２つのオーディオ信号のうちの１つ、又は少
なくとも２つのオーディオ信号を結合させたものから導き出されたものである、１以上の
導き出された信号に結合し、前記オーディオ情報は該導き出された信号の知覚エンコード
されたものであり、前記サイド情報には前記複数のオーディオ信号の一部又はすべての空
間的特性を示す１以上のパラメータを含むことを特徴とする請求項１乃至請求項１２のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　１以上の入力オーディオ信号を、オーディオ情報と、該オーディオ情報に関する、ビッ
トストリームをデコードするのに有用なサイド情報とからなるビットストリームにエンコ
ードし、１以上の出力オーディオ信号を出力するために該ビットストリームを受信し、該
オーディオ信号を該サイド情報を用いてデコードし、前記エンコードとデコードには、前
記１以上の入力オーディオ信号と前記デコードされたビットストリームの各々をそれぞれ
時間ブロックに分割する処理が含まれ、前記エンコードは、デコードするときにブロック
レートで制限される時間エンベロープ分解能をオーディオ情報が持つように、該ブロック
レート以下の頻度で、少なくともいくつかのサイド情報を更新する、オーディオ信号をエ
ンコード及びデコードするする方法であって、
　少なくとも１つの入力オーディオ信号の時間エンベロープと、この少なくとも１つの入
力オーディオ信号のそれぞれをデコードし復元した推定される時間エンベロープとの比較
を行うステップであって、該推定では、少なくともいくつかのオーディオ情報と、少なく
ともいくつかのサイド情報を用い、該比較を行うステップでは、デコードするときに、少
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なくともいくつかのオーディオ情報の時間エンベロープ分解能を改善するために有用であ
るような比較結果の表示を提供することを特徴とする、ステップと、
　前記比較結果の表示のいくつかを出力するステップと、
　前記ビットストリームをデコードするステップであって、該デコードするステップは前
記オーディオ情報と、前記サイド情報と、前記出力された比較結果の表示とを採用するこ
とを特徴とする、ビットストリームをデコードするステップと、
　を具備するオーディオ信号をエンコード及びデコードするする方法。
【請求項１６】
　１以上の入力オーディオ信号が、オーディオ情報と、該オーディオ情報に関する、ビッ
トストリームをデコードするのに有用なサイド情報とからなるビットストリームにエンコ
ードされており、該エンコードには、前記１以上の入力オーディオ信号の各々を時間ブロ
ックに分割する処理と、前記サイド情報を用いてデコードするときにブロックレートで制
限される時間エンベロープ分解能をオーディオ情報が持つように、該ブロックレート以下
の頻度で、少なくともいくつかのサイド情報を更新する処理が含まれ、前記エンコードに
はさらに、少なくとも１つの入力オーディオ信号の時間エンベロープと、この少なくとも
１つの入力オーディオ信号のそれぞれをデコードし復元した推定される時間エンベロープ
との比較を行うステップであって、該推定では、少なくともいくつかのオーディオ情報と
、少なくともいくつかのサイド情報を用い、該比較を行うステップでは、デコードすると
きに、少なくともいくつかのオーディオ情報の時間エンベロープ分解能を改善するために
有用であるような比較結果の表示を提供することを特徴とするステップが含まれ、前記エ
ンコードにはさらに前記比較結果の表示のいくつかを出力するステップが含まれる、オー
ディオ信号をデコードする方法であって、
　前記ビットストリームを受信するステップと、
　前記ビットストリームをデコードするステップであって、該デコードするステップは前
記オーディオ情報と、前記サイド情報と、前記出力された比較結果の表示とを採用するこ
とを特徴とする、ビットストリームをデコードするステップと、
　を具備するオーディオ信号をデコードするする方法。
【請求項１７】
　前記復元の推定は、少なくとも一部は前記デコードするステップと同一であることを特
徴とする請求項１５又は請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記比較を行うステップは、１以上の入力オーディオ信号の１以上の周波数帯域の１以
上の時間ブロックに対して行うことを特徴とする請求項１５又は請求項１６に記載の方法
。
【請求項１９】
　前記比較を行うステップは、すべての前記オーディオ信号より少ないオーディオ信号に
対して行うことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記比較を行うステップは、オーディオ信号のすべての時間ブロックより少ない時間ブ
ロックに対して行うことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記比較を行うステップは、オーディオ信号のすべての周波数帯域より少ない周波数帯
域に対して行うことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記比較結果の表示のいくつかは、出力されないことを特徴とする請求項１５乃至請求
項２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記比較結果の表示は、このような比較値が閾値より大きいか又は小さいときには出力
されないことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
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　前記サイド情報には前記表示が含まれることを特徴とする請求項１５乃至請求項２３の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項２５】
　前記比較結果の表示は、フィルターの係数のセットとして表現され、該フィルターは、
デコードするステップにおいて入力信号をデコードし復元したものに適用したとき、改善
された分解能を持つ時間エンベローうを持つ信号となることを特徴とする請求項１５乃至
請求項２４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記フィルターは、入力信号をデコードし復元したものに適用したとき、元の信号の時
間エンベロープにより近似させて複製するように再整形することを特徴とする請求項２５
に記載の方法。
【請求項２７】
　前記改善された分解能は前記ブロックレートより細かい分解能であることを特徴とする
請求項２５又は請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記フィルターは、該フィルター係数を入力信号のデコードし復元したものの周波数領
域での表現で畳み込むことにより適用されることを特徴とする請求項２５乃至請求項２７
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記フィルターは、該フィルター係数を入力信号のデコードし復元したものの時間領域
での表現で乗算することにより適用されることを特徴とする請求項２５乃至請求項２７の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記係数はウィナーフィルターの係数であることを特徴とする請求項２５乃至請求項２
９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３１】
　複数の入力オーディオ信号を結合して合成信号にし、前記オーディオ情報は該合成信号
の知覚エンコードされたものであり、前記サイド情報には複数のオーディオ信号の空間的
特性を示す１以上のパラメータを含むことを特徴とする請求項１５乃至請求項３０のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項３２】
　複数の入力オーディオ信号を、各々少なくとも２つの入力オーディオ信号のうちの１つ
又は少なくとも２つのオーディオ信号結合させたものから導き出されたものである、１以
上の導き出された信号に結合し、前記オーディオ情報は該導き出された信号の知覚エンコ
ードされたものであり、前記サイド情報には前記複数のオーディオ信号の一部又はすべて
の空間的特性を示す１以上のパラメータを含むことを特徴とする請求項１５乃至請求項３
０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３３】
　請求項１乃至請求項３２のいずれか１項に記載の方法の方法を実行するようにした装置
。
【請求項３４】
　コンピュータに請求項１乃至請求項３２のいずれか１項に記載の方法を実行させるため
の、コンピュータ読取可能な媒体に記憶させた、コンピュータプログラム。
【請求項３５】
　請求項６乃至請求項１４のいずれか１項に記載の方法により生成されたビットストリー
ム。
【請求項３６】
　請求項６乃至請求項１４のいずれか１項に記載の方法の方法を実行するようにした装置
により生成されたビットストリーム。
【請求項３７】
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　１以上のオーディオ信号をオーディオ情報と、該オーディオ情報に関する、ビットスト
リームをデコードするのに有用なサイド情報とからなるビットストリームにエンコードし
、該エンコード処理には１以上のオーディオ信号の各々を時間ブロックに分割する処理と
、デコードするときにブロックレートで制限される時間エンベロープ分解能をオーディオ
情報が持つように、該ブロックレート以下の頻度で、少なくともいくつかのサイド情報を
更新する処理とが含まれている、オーディオ信号のエンコーダーであって、
　少なくとも１つのオーディオ信号の時間エンベロープと、この少なくとも１つのオーデ
ィオ信号のそれぞれをデコードし復元した推定される時間エンベロープとの比較を行う比
較手段であって、該推定では、少なくともいくつかのオーディオ情報と、少なくともいく
つかのサイド情報を用い、比較結果の表示は、デコードするときに、少なくともいくつか
のオーディオ情報の時間エンベロープ分解能を改善するために有用であることを特徴とす
る比較手段と、
　少なくともいくつかの前記比較結果の表示を出力する出力手段と、
　を具備するオーディオ信号のエンコーダー。
【請求項３８】
　１以上の入力オーディオ信号を、該オーディオ情報に関する、オーディオ情報とビット
ストリームをデコードするのに有用なサイド情報とからなるビットストリームにエンコー
ドし、１以上の出力オーディオ信号を出力するために該ビットストリームを受信し、該オ
ーディオ信号を該サイド情報を用いてデコードし、前記エンコードと前記デコードには、
前記１以上の入力オーディオ信号と前記デコードされたビットストリームの各々をそれぞ
れ時間ブロックに分割する処理が含まれ、前記エンコードには、デコードするときにブロ
ックレートで制限される時間エンベロープ分解能をオーディオ情報が持つように、該ブロ
ックレート以下の頻度で、少なくともいくつかのサイド情報を更新する処理が含まれてい
る、オーディオ信号をエンコードしデコードするシステムであって、
　少なくとも１つの入力オーディオ信号の時間エンベロープと、この少なくとも１つの入
力オーディオ信号のそれぞれをデコードし復元した推定される時間エンベロープとの比較
を行う手段であって、該推定では、少なくともいくつかのオーディオ情報と、少なくとも
いくつかのサイド情報を用い、該比較を行う処理では、デコードするときに、少なくとも
いくつかのオーディオ情報の時間エンベロープ分解能を改善するために有用であるような
比較結果の表示を提供することを特徴とする、比較を行う手段と、
　前記比較結果の表示のいくつかを出力する手段と、
　前記ビットストリームをデコードする手段であって、該デコードする手段は前記オーデ
ィオ情報と、前記サイド情報と、前記出力された比較結果の表示とを採用することを特徴
とする、ビットストリームをデコードする手段と、
　を具備するオーディオ信号をエンコードしデコードするシステム。
【請求項３９】
　１以上の入力オーディオ信号が、オーディオ情報と、該オーディオ情報に関する、ビッ
トストリームをデコードするのに有用なサイド情報とからなるビットストリームにエンコ
ードされており、該エンコードには、前記１以上の入力オーディオ信号の各々を時間ブロ
ックに分割する処理と、前記サイド情報を用いてデコードするときにブロックレートで制
限される時間エンベロープ分解能をオーディオ情報が持つように、該ブロックレート以下
の頻度で、少なくともいくつかのサイド情報を更新する処理とが含まれ、前記エンコード
にはさらに、少なくとも１つの入力オーディオ信号の時間エンベロープと、この少なくと
も１つの入力オーディオ信号のそれぞれをデコードし復元した推定される時間エンベロー
プとの比較を行う処理であって、該推定では、少なくともいくつかのオーディオ情報と、
少なくともいくつかのサイド情報を用い、該比較を行う処理では、デコードするときに、
少なくともいくつかのオーディオ情報の時間エンベロープ分解能を改善するために有用で
あるような比較結果の表示を提供することを特徴とする処理を含み、さらに、前記エンコ
ードするステップにはさらに前記比較結果の表示のいくつかを出力する処理が含まれてい
る、オーディオ信号デコーダーであって、
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　前記ビットストリームを受信する手段と、
　前記ビットストリームをデコードする手段であって、該デコードする手段は前記オーデ
ィオ情報と、前記サイド情報と、前記出力された比較結果の表示とを採用することを特徴
とする、ビットストリームをデコードする手段と、
　を具備するオーディオ信号デコーダー。
【請求項４０】
　１以上の入力オーディオ信号が、オーディオ情報と、該オーディオ情報に関する、ビッ
トストリームをデコードするのに有用なサイド情報とからなるビットストリームにエンコ
ードされており、該エンコードには、前記１以上の入力オーディオ信号の各々を時間ブロ
ックに分割する処理と、前記サイド情報を用いてデコードするときにブロックレートで制
限される分解能をオーディオ情報が持つように、該ブロックレート以下の頻度で、少なく
ともいくつかのサイド情報を更新する処理が含まれ、前記エンコードにはさらに、少なく
とも１つの入力オーディオ信号のエンベロープと、該少なくとも１つの入力オーディオ信
号に基づくエンコード時の信号のエンベロープとの比較を行うステップであって、該比較
を行うステップでは、デコードするときに、少なくともいくつかのオーディオ情報の分解
能を改善するために有用であるような比較結果の表示を提供することを特徴とするステッ
プが含まれ、前記エンコードにはさらに前記比較結果の表示のいくつかを出力するステッ
プが含まれている、オーディオ信号をデコードする方法であって、
　前記ビットストリームを受信するステップと、
　前記ビットストリームをデコードするステップであって、該デコードするステップは前
記オーディオ情報と、前記サイド情報と、前記出力された比較結果の表示とを採用するこ
とを特徴とする、ビットストリームをデコードするステップと、
　を具備するオーディオ信号をデコードするする方法。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つの入力オーディオ信号に基づくエンコード時の信号には、該少なく
とも１つの入力オーディオ信号のデコードした復元の推定が含まれ、該推定では少なくと
も少なくともいくつかのオーディオ情報と、少なくともいくつかのサイド情報を用いるこ
とを特徴とする請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記比較されるエンベロープには、時間エンベロープが含まれることを特徴とする請求
項４０に記載の方法。
【請求項４３】
　前記入力オーディオ信号には周波数領域での表現が含まれることを特徴とする請求項４
０に記載の方法。
【請求項４４】
　前記入力オーディオ信号には時間領域での表現が含まれることを特徴とする請求項４０
に記載の方法。
【請求項４５】
　１以上の入力オーディオ信号が、オーディオ情報と、該オーディオ情報に関する、ビッ
トストリームをデコードするのに有用なサイド情報とからなるビットストリームにエンコ
ードされており、該エンコードには、前記１以上の入力オーディオ信号の各々を時間ブロ
ックに分割する処理と、前記サイド情報を用いてデコードするときにブロックレートで制
限される分解能をオーディオ情報が持つように、該ブロックレート以下の頻度で、少なく
ともいくつかのサイド情報を更新する処理とが含まれ、前記エンコードにはさらに、少な
くとも１つの入力オーディオ信号のエンベロープと、該少なくとも１つの入力オーディオ
信号に基づくエンコード時の信号のエンベロープとの比較を行う処理であって、該比較を
行う処理では、デコードするときに、少なくともいくつかのオーディオ情報の分解能を改
善するために有用であるような比較結果の表示を提供することを特徴とする処理が含まれ
、前記エンコードするステップにはさらに前記比較結果の表示のいくつかを出力する処理
が含まれている、オーディオ信号デコーダーであって、
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　前記ビットストリームを受信する手段と、
　前記ビットストリームをデコードする手段であって、該デコードする手段は前記オーデ
ィオ情報と、前記サイド情報と、前記出力された比較結果の表示とを採用することを特徴
とする、ビットストリームをデコードする手段と、
　を具備するオーディオ信号デコーダー。
【請求項４６】
　前記少なくとも１つの入力オーディオ信号に基づくエンコード時の信号には、該少なく
とも１つの入力オーディオ信号のデコードした復元の推定が含まれ、該推定では少なくと
も少なくともいくつかのオーディオ情報と、少なくともいくつかのサイド情報を用いるこ
とを特徴とする請求項４５に記載のデコーダー。
【請求項４７】
　前記比較されるエンベロープには、時間エンベロープが含まれることを特徴とする請求
項４５に記載のデコーダー。
【請求項４８】
　前記入力オーディオ信号には周波数領域での表現が含まれることを特徴とする請求項４
５に記載のデコーダー。
【請求項４９】
　前記入力オーディオ信号には時間領域での表現が含まれることを特徴とする請求項４５
に記載のデコーダー。
【請求項５０】
　エンコードされた信号を受信し、該エンコードされた信号からエンコードされたオーデ
ィオとサイド情報とを抽出するように構成された、ビットストリーム受信器と、
　前記エンコードされたオーディオをデコードするように構成された、デコーダーと、
　前記デコードされたオーディオを、前記サイド情報の少なくとも一部に基づいて再整形
するように構成された、再整形装置と、
　を具備することを特徴とするオーディオデコーダー。
【請求項５１】
　サイド情報には、オーディオ信号のエンベロープと、エンコードされたオーディオ信号
のエンベロープとのエンベロープの比較が含まれることを特徴とする請求項５０に記載の
オーディオデコーダー。
【請求項５２】
　前記デコーダーは、前記サイド情報を前記エンコードされた信号のブロックレートで更
新するように構成されていることを特徴とする請求項５０に記載のオーディオデコーダー
。
【請求項５３】
　前記デコーダーは、前記エンコードされた信号から複数のオーディオチャンネルをデコ
ードし、該デコードされたオーディオチャンネルのそれぞれを、デコードされたチャンネ
ルに対応する元のオーディオ信号に基づく再整形のための比較を用いて再整形するように
構成されていることを特徴とする請求項５０に記載のオーディオデコーダー。
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